
 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

人から人へ、ものづくりの心を伝える 

プロジェクトリーダーからのメッセージ    桑名 一隆（くわな かずたか） 

           ものづくりなぜ？なぜ？は早くも、皆さんの活気で盛り上がっています。 

           繊維Tは木枠を使った裂き布の織りに工夫しながら挑戦していました。 

           自動車Tは達人さんの指導により、車の分解・塗装・デザインに懸命でした。 

           陶芸Tは皆さんで力を合わせてレンガを積み上げ立派な窯ができました。 

           こらから暑くなりますが、健康に気をつけて頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜっこの声

 

小３ 女 

ものを作るのが好きなので、繊

維チームに入りました。おったり

するのが楽しいです。ボランティ

アさんはやさしいです。コマつむ

ぎはむずかしかったです。大きな

はたおりにちょうせんしたいで

す。 

車の分解をしたり修理をしたりす

るのが好きなので入りました。活

動はとっても面白いです。車のし

くみが良くわかって楽しいです。

ボランティアさんも優しいです。

組み立てをやってみたいなと思

っています。 

安城で陶芸体験をした時、とても

楽しかったので入りました。皆ん

なで見学したり、窯を作ったり、

お皿とか色々なものが作れてと

ても楽しいです。おばあちゃんが

欲しがっている湯呑みを作って

あげたいです。 
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昨年、子供がお世話になり、自分もこう

いう事が好きなので何かお手伝いできれ

ばと思い参加しました。子供に質問され

ても分からないことばかりで、一緒に学ん

でいる感じです。子供達は自分からイン

ターネットで調べてきたりして感心しま

す。このまま、難しいことも諦めず、一生

懸命頑張る人になってもらいたいです。 

保護者の方へ
 

★ 暑い季節となってきました。体

調管理に十分注意され、熱中症

などにかからないよう、水筒な

どを必ず持たせて下さい。 

★ なぜ？なぜ？プロジェクトは、

朝 9 時のラジオ体操から一斉

に活動がスタートします。 

最近、遅れてくる方がいらっし

ゃいます。時間に間に合うよ

う、送迎をお願い致します。 

 

 

子供の頃から車が好きで、教えられる

立場になったので子供達と一緒にやって

みたくて参加しています。2 年目の夢の

車づくりの子達は特にしっかりしていま

す。1 年目は楽しんでやってもらえれば

いいと思っていますが、安全のための規

律やルールをしっかり学んで欲しいです

ね。大人になってからも大事ですから。 

        8年目のなぜ？なぜ？プロジェクトが始まって2カ月あまり。今はまだ、ものづくりの基礎を学ぶ時期かと思います。ものづくりは楽しいことばかり 
        ではなく、根気のいること、仲間と協力しなくてはいけないこと、ルールを守らなくてはいけないこと、がまんしなくちゃいけないこと、そんな、時 
        にはつらくて投げ出したくなったり、あきらめたくなってしまうことの連続かもしれません。でも、それこそが、ものをつくるということであり、実 
        はものづくりの楽しさなのだと思っています。まだまだ先は長いよ。一歩ずつ一歩ずつ、でも確実に、頑張っていきましょう！  ―編集後記― 

繊維チームのなぜっ子 15 名が、7 期生として加わり、継続生 3

名と合わせて18 名、ボランティア 14 名とで今年度の活動が始

まりました。初日、全員で綿の種まきをしました。種には和綿

の白、茶、洋綿の白、茶、緑の 5 種類があり、みんな好きな種

類を選んでポット10個に2粒ずつまいて、これを家に持ち帰っ

て育てます。1年かけて綿を紡いで糸を作り、高機で綿布を織り

ます。今、木枠に経糸を張り、裂き織りとコマ紡ぎで作った糸

を緯糸にしてコースターなどを織っています。なぜっ子の独創

的な作品が次々と生まれています。糸そうこう作りなど、とて

も手間のかかる作業ですが、みんな頑張ってくださいね。 

繊維チームリーダー 深津 鋼次(ふかつ こうじ) 

自動車チームの活動がいよいよ始まり、子供たちは、やる気満々

です！今年も『古い車の修復』と『夢の車づくり』の二本柱で

進めています。この活動の中で子供達は毎回、何らかの失敗を

しています。成長のための経験ですのでしっかりと積み重ねて

欲しいと思っています｡また、指導員も、判らなかったコトが判

った時、やれなかったコトができた時の感動を子供達に与えら

れるように、工夫しながら進めています。暑さ、寒さに負けず、

大きな達成感を味わえる一年になるよう、我々指導員も、子供

達に負けないように取組んでまいりますので、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰはじめ

関係各位､保護者の皆様方のご協力を宜しくお願いします｡ 

自動車チームリーダー 前田 浩二（まえだ こうじ） 

今年も19人のなっぜ子と活動が始まり１回目の本焼きも順調に

終わる事ができました。薪を窯の奥まで空気の通りが良いよう

に配分を考えて投げ入れることはとても難しい事です。子供達

は狭い焚き口からの投げ入れには苦労しているようでしたが、

後４回の窯焚きで上手になっていくことと思います。７月の活

動日には道具作りをしました。小刀を使って木のヘラを作りま

した。次の成形では自分の作ったヘラの使い心地を試してみる

ことになりますが、さぁ、使い勝手はどうかな？ 今年はロク

ロをしっかり練習して最後に気に入ったらうつわを焼いてみよ

うと考えています。ロクロはなかなか思うようになりませんが

頑張って挑戦していきましょう。 

陶芸チームリーダー 牧原 理恵子（まきはら りえこ） 
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小６ 男 
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小６ 男 

なぜボラの声 
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自動車チーム 


